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■本日の話題提供のまとめ

➢ 個人が最低限移動できる環境の確保は重要であり，自家用車以外で（歩くこ

とも含めて）不自由なく移動できることは，地域の魅力向上につながる

➢ 個人が多様な選択肢から，便利で快適なものを選択できることは幸せである

が，地域としてその状態を維持することは大変である．利用者としてどう使っ

て支えるか，非利用者としてどう連携して支えるかなど，「自分ごと化」が重要

である

➢ 地域としてモビリティサービス内容を１つに決定・固定することは難しく，繰り

返し改善していくこと（アジャイル・アプローチ）が重要となる．より多くの人の

意見，客観的で正しい情報（データ）を参照し，改善内容を「熟議できる体制

構築」が地域活性化に貢献すると信じている

＜モビリティサービス設計（デザイン）の方向性＞
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■Society5.0時代のモビリティサービス

・多様なニーズに応じた個別最適化・差別化されたサービスの創出
・全体最適化への調整（渋滞・混雑の解消，交通事故減少，環境負荷軽減）
・最低限の移動環境の確保も重要

内閣府：Society5.0 https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html
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■MaaS(Mobility as a Service)

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/japanmaas/promotion/index.html

地域住民や旅行者一人一人のト

リップ単位での移動ニーズに対応

して，複数の公共交通やそれ以外

の移動サービスを最適に組み合わ

せて検索・予約・決済等を一括で行

うサービスであり，観光や医療等の

目的地における交通以外のサービ

ス等との連携により，移動の利便

性向上や地域の課題解決にも資す

る重要な手段となるもの

公共交通サービスの高度化と
連携で，自家用車の対抗馬に
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■モビリティサービスの多様化と効率化

経済産業省（2018）IoT やAI が可能とする 新しいモビリティサービスに関する研究会資料
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■デジタルを活用した交通社会の未来2022

（デジタル庁：https://www.digital.go.jp/news/22791050-006d-48fd-914d-e374c240a0bd/）

ITS・自動運転に係る政府全体の戦略である「官民ITS構想・ロードマップ」を発展

的に継承し，デジタルを活用した交通社会の未来をどう描くかという視点から
「デジタルを活用した交通社会の未来2022」を策定（2022年8月）

・実証実験から本格的な社会実装に向けたロードマップの更なる展開が必要

・交通サービスのスタイルは，需要データを起点にサービスを展開するモデル
へと転換（オンデマンド対応）

・人々の暮らしの視点から将来像を描き，バックキャストして交通サービスの在
り方を考えていくというアプローチが必要

https://www.digital.go.jp/news/22791050-006d-48fd-914d-e374c240a0bd/
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■高蔵寺ニュータウン（NT）の概要

・愛知県春日井市（約31万人）の一部（4.3万
人，面積約700ha）で，日本三大NTの1つ

・名古屋市中心部から20km圏内（JRで名古
屋駅まで30分程度）

・NT内に鉄道駅はなく，中心部に商業施設
を集約したワンセンター方式

・まちびらきから50年以上経過し，人口減少
（ピークは5.2万人（1995年）），少子高齢化
（高齢化率35％（2019年）），バスの運行本
数減少（1995年比で3/4）などの傾向

・高齢者が気軽に外出できるまちづくり
・子育て世代が自家用車に頼らずに暮らせる，

持続可能なまちづくり

高蔵寺リ・ニュータウン計画
（2016年）
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■ゆっくりカートとADENU



道路周辺の3次元構造を
あらかじめ地図と併せて
計測しておく

全周囲レーザセンサ
用いて位置合わせを行う

数cmの誤差で
走行位置を推定可能

◆高精度3次元地図に基づく走行位置計測
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■ゆっくりカートの機能



高蔵寺駅

ショッピング
センター

石尾台地区
総合病院

総合病院

図書館
（旧小学校）

路線バス網と運行頻度
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■高蔵寺NTにおけるモビリティブレンドのサービス設計

・病院，集会所，バス停までなど，地区内移動の
手段拡充として，住民主体の取組みを模索

e.g. ゆっくり自動運転，ボランティア輸送

・既存の路線バスとタクシーを最大限に活か
し，かつ限定的な移動（区域と時間帯）を対象
とした新たなシェアサービスを模索

e.g. AIオンデマンド交通

・福祉政策（地域包括ケア事業）とも連携した
交通行動変容に向けた継続的な活動の実施

e.g. 啓蒙活動（モビリティ・マネジメント）

・高齢になり，運転免許返納も考える
が，自家用車が使えなくなった生活が
どうなるか，あまり想像できない

・路線バスが走っているのは知ってい
るが，バス停までが坂道でキツイ

・タクシーは便利だけど，運賃が高い
ので特別な時だけの利用になりそう



■ゆっくり自動運転サービスの対象地区の概要
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＜高蔵寺NT石尾台地区＞

・高蔵寺NTの中でも高齢化率が47％と高く，戸建て住宅が多い
・地区内にバス停，スーパー，薬局，郵便局，クリニックなどがあるが，
坂道が多く，自転車での移動が困難な地区
・町内会の加入率が高く，住民の方々の活動も活発な地区
・道路幅員が広く，比較的に自動運転走行がしやすい地区

令和3年4月 世帯数 人口（人） 65歳以上（人） 高齢化率（％）

石尾台 2,050 4,614 2,180 47.25

岩成台 3,858 8,134 2,822 34.69

押沢台 1,746 4,116 1,589 38.61

高座台 1,208 2,700 782 28.96

高森台 3,440 7,628 2,707 34.49

中央台 2,229 4,588 1,827 39.82

藤山台 4,714 9,081 3,056 33.65

NT計 19,245 40,861 14,963 36.62

春日井市計 310,317 80,334 25.89

「ゆっくりカート」乗降場所

石尾台小学校

石尾台中学校

石尾公園

スーパーマーケット

クリニック

歯科・薬局

クリニック

１回１組（最大２名まで）乗車定員

乗車場所

実証実験期間中、走行ルート上
を低速（約15km/h）の車両が
走行します。
地域の皆さまのご理解とご協力を
賜りますようよろしくお願いいたします。

どちらかに車両が来ます

①乗車希望時間の20分前までに、実験事務局に
お電話ください。(翌日以降の予約も可能です。）

②お電話で「何日の」「何時何分頃に」
「何人で」「何番から」「何番に」行きたいか
お伝え下さい。その場で乗車予約の可否を返答します。

③乗車時刻になりましたら、乗車場所でお待ち
ください。
（乗車時刻は15分前頃に電話連絡します）

④ゆっくりカートが到着しましたら、
ご乗車ください。

(実証実験事務局）090-5035-5230

 090-5035－5230
※ゆっくりカートオペレーターにつながります。
※受付・予約時間は、10月28日(水)から
全日8:45から15:30までです。

体験乗車に関する
お問い合わせ先

実証実験に関する
お問い合わせ先

春日井市都市政策課
TEL 0568－85－6051
Mail toshisei@city.kasugai.lg.jp

憩いの家

道路

122

123

124

121 120

119

118

117

116

115

114

112
113

126

127

128

125

111110

80
79

78

81
82

83
84

85

86

87

88

1

2

3

4

5
6

7

8

9
10

11

12
13 14 15

16

17

18 19

24

23 38

37

56

55

22

21

20

27

28

30

25

26

29

31

32

33

35

34

36

57

4039

42

41

43

45

44

47

46

48

50

49

53

52

51

54

58
6059 6261

63

64

65

66

68

67

69

71

70

73

72

74

75

76

77

899092 91939495

9697
99

98

101

100

102

103

104105

106

107108

109

利用方法

（黒丸）の場合… のある側でお待ちください

たとえば…

（赤丸）の場合…お好きな側でお待ちください

こちら側にカートが来ます

道路

たとえば…

※路面上に案内表示はありません
※乗車場所の安全な所でお待ちください。

乗降場所

凡例

自動走行ルート 手動走行ルート

約８00ｍ×800ｍのエリア



・中山間地域MBのボランティア輸送の横展開

・地元タクシー組合と調整し，自宅から1.2㎞以内，前日予約
制，無料（実費）の取組みを実施

【実績】 5回（他地区含む，ボランティアドライバー8名）

→行ける場所が不明確，コミュニティ力が強くはない

＜地区内移動：石尾台地区＞

2017年度

ゆっくり自動運転
住民説明会・
公道実証実験
（デモ1日）

2018年度

2019年度

ボランティア輸送
中山間地域MB
（2ヵ月間）

ゆっくり自動運転
公道実証実験
（住民乗車2週間）

グリーン
スローモビリティ
実証実験

（住民乗車2週間）

・全国初，電磁誘導線によらない自動運転・ゆっくりカート
の実証実験

・ゆっくり自動運転サービスの創出・技術開発

・WSで必要な地区内移動サービスや運営体制を議論
・住民の声を積極的に反映して路上駐車車両回避，ダイナミッ
クマップ（DM）連携，などの技術開発
・ゆっくりカート1台，オンデマンド型（乗降箇所数：33），毎時発の
電話予約制，無料の体験乗車実験を実施

【実績】 配車39回/2週間，37人利用

→乗車時の不安感3割，今後の利用意向6割

乗降箇所の増加，他車両への影響軽減対策が必要

ワークショップ
（4回）

■地区内移動サービス実証実験①
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＜地区内移動：石尾台地区＞

2020年度

ゆっくり自動運転
公道実証実験
（1ヶ月間）

運営体制検討
（住民主体）

ゆっくり自動運転
複数台公道実証

実験
（1ヶ月間）

・住民主体の運営体制の検討開始

・自家用有償旅客運送（有料化）を目指した体制検討
・交通事業者協力型で運行管理・車両整備管理など

・ゆっくり自動運転サービスの共創（11月）

・ゆっくりカート１台，前回実験から乗降箇所の増加（128箇
所），運行間隔の撤廃でサービス改善，無料

【実績】 配車70回/1ヵ月，50人利用

→乗車時の不安感１割，利用意向9割（100円/回程度）

手動運転があっても良いので，自宅前の乗降希望

・ゆっくり自動運転サービスの技術検証（2月）

・カートによる自動・手動の混在したDoor to Doorのオンデマ
ンド型サービス
・定時定路線のミニバスも導入した複数台実証実験
・遠隔監視システム，信号情報連携，DM連携，MaaSアプリ連
携など技術改良も

■地区内移動サービス実証実験②

13住民意向調査



・ゆっくりカートのサービス開始（10月～）

・前日まで予約受付のオンデマンド型サービス

会員制：100円/回，年会費：2000円/人，もしくは町内会単
位で加入時は300円/世帯，積極的に企業協賛金も取得中

＜地区内移動：石尾台地区＞

2021年度

ゆっくり自動運転
複数台公道実証

実験
（2ヶ月間）

ゆっくり自動運転
貨客混載公道実

証実験
（2ヶ月間）

・ゆっくり自動運転サービスの共創（7～8月）

・ゆっくりカート１台，自動・手動の混在したDoor to Doorのオ
ンデマンド型サービス，運行間隔の撤廃，無料
【実績】 配車114回/2ヵ月，33人利用

・ゆっくり自動運転サービスの技術検証（1～2月）

・カートによる貨客混載の配車システムの技術検証，事業モ
デル検討
【実績】 配車83回，乗車99人/2ヵ月，30人利用（無料）

モニター（謝礼2000円）29名，配達40回

■地区内移動サービス実証実験③
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2022年度

ゆっくり自動運転
複数台オンデマン
ド公道実証実験
（2ヶ月間）

・ゆっくり自動運転サービスの共創（7～8月）

・複数台車両を利用したオンデマンド型サービスの技術検証

・住民ボランティアに運行ノウハウを伝授（ドライバー，電話受
付，運行管理業務（地元タクシー会社の協力あり））

【実績】 配車66回，乗車79人/2ヵ月，19人利用（無料）

NPO設立
（住民主体の運
営体制）

実運用開始
（自家用有償旅
客運送）

住民意向調査
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NPO 石尾台おでかけサービス協議会（理事12名，監事2名，ドライバー14名）

・行政と大学が同席する設立準備会20回を開催し，
NPO設立（2022年6月）
地元交通事業者等との調整を経て，自家用有償旅客運送の開始（2022年10月）

世界初，オンデマンド型自動運転サービスの開始（2023年2月）
NPO，春日井市，名古屋大学，KDDI，エクセイド（大学発ベンチャー）の協定締結

・行政は導入費用（車両・センサー，保険，システムに関する費用）を補助し，NPOは運
用費用（ドライバーと電話受付の手当，利用促進活動（チラシ，住民・関係団体説明））を
負担する事業モデルを導入

・地域がモビリティを支える仕組みとして，町内会費の一部負担（非利用者も会員に），
企業協賛金の確保を実現．後継者の育成は課題

NPO設立総会の開催 自家用有償旅客運送の開始 導入費用と運用費用の整理

■ゆっくり自動運転サービスの社会実装
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■NPO運行によるオンデマンド型自動運転サービス
内容

運行台数 カート1台（乗車定員5名）

運行日時 月火水・金土の9:00～16:00

運行方式 Door to Doorのオンデマンド型

予約条件 前日まで電話受付

運賃 会員：100円/回
※保護者同伴の小学生以下は無料

年会費：
個人 2,000円/人
世帯 3,000円/世帯
任意団体 1,500円/世帯
町内会全体 300円/世帯

非会員：300円/回
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10月 11月 12月 1月

乗車人数 利用者数

・無理のない範囲でのサービス提供
（実験時は即時乗車可能であった）

・チラシは利用方法，協賛団体連絡先（広告）も
・利用実績は想定よりも多い状況
（直前実験は乗車79人/2ヵ月，19人利用）

運行実績（10月～）

NPO作成のチラシ（一部分）



■地区内移動サービスの利用意向状況

17

5%

11%

30%

27%

26%

ゆっくりカートの認知度

全く知らない

知らない

どちらでもない

知っている

良く知っている

・石尾台地区居住者アンケート調査（2022年11月実施）
→790名/4,600名程度から回答（全世帯配布（最大2名回答）・郵送回収）

・回答者（高齢者が大部分）
の半数以上が取組みを認知
・80歳位から免許を持ってい
ない状態となる方が多い見
込み
・現在と1年後の利用意向は
33名であるが，将来的（5年
後）の利用意向は426名に
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＜背景・課題＞

・自律走行技術の高度化，各地の実証実験にて自動運転サービスへの市民の理解・期待は向上

・一方，自動運転制御“外”からサービス再開する場合の技術・手順の議論が不足

＜名古屋大学発ベンチャー＞

・住宅街でオンデマンド型自動運転
サービス実験を継続し，貴重な走行
データ蓄積とノウハウを保有
・車内ロボットを活用して外出促進
を促す運転支援技術（HMI）

＜Ⅲ期・研究成果＞

・遠隔運転技
術を自動運転
車両に応用

＜開発体制・役割＞

名古屋大学
・自律走行技術開発，利
用者受容性分析，法規制
検討，等

愛知工業大学
・遠隔運転技術

エクセイド
・自動運転走行データ分析等

ポットスチル
・車内ロボット・HMI研究

MS&ADインターリスク総研
・サービスリスク評価

あいおいニッセイ同和損保
・自動車保険商品検討

・住宅街など汎
用性の高い地
区にて，より安
全な自動運転
サービスの実現

・自動運転サー
ビス“改善”の新
たな産業創出

＜研究・開発内容＞

・データ分析，リスク評価に基づく運
行設計領域（ODD）設定・更新手順の
提案
・自動運転制御外からサービス再開す
る場合の安全性確保技術の開発と実証

①車内ロボットによる定型案内
②利用者と遠隔監視連携（ボタン）

③遠隔運転

＜目標・展望＞

18

■自動運転技術の高度化（知の拠点あいち重点研究プロジェクトⅣ期）
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■2021年度~AIオンデマンド乗合サービス実証実験
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■モビリティポート実証実験

・2022年度国交省都市局スマートシティ事業にて実証実験を実施

・2023年度国交省総政局日本版MaaS 推進・支援事業にて実証実験を実施予定
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■春日井市MaaSアプリ

・愛知県スマートシティモデル事業の支援を受け，2023年1月末からMaaSアプリの社会
実装

公共交通サービスの利用促進と
啓蒙活動を合わせて実施予定

＜デジタルチケット販売＞

・かすがいシティバスの定期券や1日乗車券
が，デジタルチケットとして24時間いつでも購
入可能

＜お試しクーポン、ルート検索、バスロケなど＞

・協賛店舗でシティバス定期券(はあとふるパ
ス)提示者が受けることができるお得な特典を
利用できる「お試しクーポン」や，あらゆる公共
交通を組み合わせたルート検索，バスの運行
状況が確認できるいろいろな情報満載

＜オンデマンド交通、タクシー配車＞

・オンデマンド交通(北部オンデマンドバス，AI
オンデマンド乗合サービス)の配車予約や，タ
クシーの呼び出しが，アプリから可能
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■本日の話題提供のまとめ（再掲）

➢ 個人が最低限移動できる環境の確保は重要であり，自家用車以外で（歩くこ

とも含めて）不自由なく移動できることは，地域の魅力向上につながる

➢ 個人が多様な選択肢から，便利で快適なものを選択できることは幸せである

が，地域としてその状態を維持することは大変である．利用者としてどう使っ

て支えるか，非利用者としてどう連携して支えるかなど，「自分ごと化」が重要

である

➢ 地域としてモビリティサービス内容を１つに決定・固定することは難しく，繰り

返し改善していくこと（アジャイル・アプローチ）が重要となる．より多くの人の

意見，客観的で正しい情報（データ）を参照し，改善内容を「熟議できる体制

構築」が地域活性化に貢献すると信じている

＜モビリティサービス設計（デザイン）の方向性＞
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ご清聴ありがとうございました

本発表内容は，春日井市との共同研究，JST・COIプログラム，知の拠点あいち重
点研究プロジェクト第Ⅳ期（第4次産業革命をもたらすデジタル・トランスメー
ション（DX）の加速）の研究成果の一部である．ここに記して謝意を表します．
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